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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

①プログラム開設年度 年度

②大学等全体の男女別学生数 男性 4397 人 女性 2274 人 （ 合計 6671 人 ）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

教養学部 802 160 700 191 172 167 149 342 321 49%
経済学部（昼間コース） 1,349 280 1,140 337 296 285 247 592 543 52%
教育学部 1,622 380 1,520 407 393 394 364 786 757 52%
理学部 930 210 840 242 223 215 195 444 418 53%
工学部 2,140 490 1,960 525 471 500 452 996 923 51%

0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!
0 0 #DIV/0!

合 計 6,843 1,520 6,160 1,702 1,555 1,561 1,407 0 0 0 0 0 0 0 0 3,160 51%
※令和6年度の履修者数及び修了者数は過年度入学者で再履修の者を含めた数
※履修者数合計は、再履修者を除いた数

埼玉大学
プログラムの履修者数等の実績について

令和５

学部・学科名称 学生数
入学

定員

収容

定員
令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数

合計
履修率

修了者数

合計
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令和 6 年度 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム 授業評価アンケート

の確認 

 

1. 調査概要 

実施期間 第 1 ターム：令和 6 年 5 月 22 日（水）〜6 月 11 日（火） 

第 2 ターム：令和 6 年 7 月 17 日（水）〜8 月 6 日（火） 

第 3 ターム：令和 7 年 11 月 1 日（金）〜11 月 21 日（木） 

第 4 ターム：令和 7 年 1 月 20 日（月）〜2 月 9 日（日） 

調査対象科目数 講義・演習 24 科目 

アンケート種別 ① 講義・演習用、②講義・演習用(教育学部) 

 

2. 開講区分別回収率 

開講区分 対象科目数 履修者数（※1） 回答者数 解答率 

DS 教育プログラム合計 24 3506 1394 44% 

全体平均(※2) - - - 35% 

※1: 累計 

※2: 経済学部（夜間主コース）を含まず 

 

3. 科目ごとの回答平均値 

設問： 

Q10. 教員は、授業への学生の参加（質問、発言）を促し、あなたの質問に対して、あな

たが分かるように答えましたか。オンデマンド授業の場合には、メールなどによる質問

に対して、教員はあなたが分かるように答えましたか。 

Q11. この授業は、あなたの思考力を養うため、あるいは専門知識を高めるうえで役立ち

ましたか？ 

Q12. 授業は、上記の項目も含め総合的に判断して、満足できるものでしたか。 

 

開講区分 Q10 Q11 Q12 

DS 教育プログラム平均 4.35 4.36 4.22 

全体平均(※1) 4.52 4.54 4.51 

※1：全体平均は実験科目を除いた数値 
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4. 自由記述の要約 

以下、Q16, 17 を機械要約した結果を記載する。 

学部 授業科目 良かった点（Q16） 改善してほしい点（Q17） 

教養学部 データサイ

エンス入門 

• Excel や生成 AIを活用した演

習が実践的で、使い方や問題

点を理解できた。  

• データサイエンスや AI の基

礎について学び、今後の活用

に役立つ知見を得られた。 

• スライドの解説が不十分な

日があり、授業内で全て説

明してほしい。 

• 読むだけでは理解しづら

く、特に計算問題などは詳

しい解説が必要。 

情報基礎 

• Word、Excel、PowerPoint の

基礎を学び、操作に慣れるこ

とができた。  

• 質問の時間や演習を通じて、

実践的に理解を深めることが

できた。 

• 課題が多く難しいものもあ

り、出席確認課題の負担も

大きい。理解しやすい説明

や質問対応の充実を求め

る。 

• 授業資料に作業内容を明記

し、常にダウンロード可能

にしてほしい。スライドの

文字や教員の声が聞き取り

づらい点も改善を希望。 

教育学部 情報基礎 

• Excel や AIなどの情報技術の

基礎を学び、実践的な知識を

身につけることができた。  

• 授業の説明が分かりやすく、

情報社会や ICT の活用につ

いて深く理解できた。 

• 遅刻や連絡不足、授業内で

の説明不足が混乱を招いて

いる。講義方法を工夫し、

適切な評価やサポートを求

める。 

• スライドの量や印刷の負

担、エアコンの管理、資料

の配布方法など、学習環境

を整えてほしい。 

経済学部 

（昼間コ

ース） 

データサイ

エンス入門 

• Excel の使い方やデータの扱

い方を実習を通して学ぶこと

ができた。  

• データサイエンスの基本や現

代社会での活用法について理

解を深めることができた。 

• 声が小さい、出席確認が不

公平などの問題を改善して

ほしい。 

• 論文形式のクイズ導入や、

受講時期の調整を検討して

ほしい。 

経済情報リ

テラシー 

• レポートや論文の正しい書き

方や情報収集の方法を学ぶこ

• 授業のペースが速く、指示

が分かりにくい。教授や
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学部 授業科目 良かった点（Q16） 改善してほしい点（Q17） 

とができた。  

• Word や Excel などの基本的

なパソコンスキルを習得し、

大学生活に役立つ知識を得ら

れた。 

TA の指示が矛盾し、混乱

を招いているため、統一し

てほしい。 

• 早口や不適切な対応で理解

が難しくなる場面がある。

マイクの調整や紙の節約な

ど、環境面の配慮も求めら

れる。 

理学部 数理データ

サイエンス

基礎 
• PythonやExcelの基礎的な使

い方やプログラミングの基本

を学ぶことができた。  

• 実習を通して自分で課題を解

決する力がつき、プログラミ

ングへのハードルが下がっ

た。 

• 初学者向けの Python の説

明が不足しており、専門用

語やプログラムの使い方が

分かりにくかった。授業内

での解説を増やし、段階的

に理解できるようにしてほ

しい。 

• 説明不足のまま課題が出さ

れ、減点基準も厳しすぎる

ため、具体例を示すなどし

て分かりやすくしてほし

い。 

工学部 理工学と現

代社会 

• 自分の専門分野以外の理工学

分野について幅広く学ぶこと

ができ、知見を広げる良い機

会となった。  

• 各分野の専門的な知識や研究

内容を知ることで、将来の学

習や研究の方向性を考える参

考になった。 

• 分量が多く、大変なので減

らしてほしい。評価基準や

書き方の説明も欲しい。 

• 内容が難しく、指示が不明

瞭なことがある。資料を事

前に公開し、説明を分かり

やすくしてほしい。 

工学入門セ

ミナー 
• 他学科の実験や講義を通し

て、工学の幅広い分野に触れ、

知見を広げることができた。  

• 他学科の学生と交流する機会

があり、工学部全体の学びへ

の理解が深まった。 

• 課題や授業時間の差が大き

すぎるため、負担を均一に

してほしい。レポートのヒ

ントや解説も増やしてほし

い。 

• レポート提出や出席方法を

統一し、WebClass に必要
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学部 授業科目 良かった点（Q16） 改善してほしい点（Q17） 

な情報をしっかり掲載して

ほしい。 

情報基礎 

• Word、Excel、PowerPoint な

どの基本的な使い方を学び、

実践を通してスキルを身につ

けることができた。  

• Python や統計、情報技術の

基礎を学び、プログラミング

やデータ処理の理解を深める

ことができた。 

• 授業時間を適切に調整し、

分かりやすく進めてほし

い。課題の条件や指示を明

確にし、適切なヒントを提

供してほしい。 

• スライドの文字を大きくす

る、PC の配置を見直す、

空調を適切に管理するな

ど、快適に受講できる環境

を整えてほしい。 

情報システ

ム工学入門 

• 幅広い分野に触れ、情報工学

の多様な側面を学ぶことがで

きた。  

• 今学んでいることが将来どの

ようにつながるのかをイメー

ジできるようになった 

• 資料や小テストの解答を早

めに公開してほしい。 

• 資料公開時間を統一し、レ

ポートの点数も確認できる

ようにしてほしい。 

情報倫理 • 情報倫理について具体例を通

じて理解を深めることができ

た。  

• 講師を招いた授業や警察組織

の話が興味深く、視野が広が

った。 

• スライド資料がウェブクラ

スにあるため、プリント配

布は不要だと思う。 

 

 

5. 点検・評価結果 

5-1. 学生アンケート等を通じた学生の内容の理解度 

本項目は、「Q10. 教員が授業への参加を促したか、質問に分かるように回答してくれた

か」、「Q11. 思考力涵養・専門知識向上に役立ったか」の回答をもって点検・評価を行う。

概ね、平均値が 4（ある程度あった）以上となっており、各科目、教員が授業への参加を促

し、質問に分かるように回答していること、思考力涵養・専門知識向上に役立っていると評

価できる。 

一方で、数理データサイエンス基礎（理学部）については、4 を下回る結果となっている。

自由記述での「Q17. 改善して欲しい事項」として、数理データサイエンス基礎（理学部）
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については、課題に取り組むための基礎知識（Python プログラミングや Excel）についての

説明が不十分なまま演習課題を出題されることへの改善を求める声が多い。科目そのもの

の意義について問題視するのではなく、授業運用に関する改善で対応可能な範囲の指摘と

なっている。また、数理データサイエンス基礎（理学部）は昨年度も同様の指摘がなされて

おり、Q10 の平均点は 3.60 から 3.96 に改善されたものの、未だ十分とは言えず次年度に向

けてはこれらをさらに改善していくこととする。 

 

 

5-2. 学生アンケート等を通じた後輩等他の学生への推奨度 

本項目は、「Q12. 総合的な満足度」の回答を持って点検・評価を行う。殆どの科目が、中

期計画内「教育に関する目標を達成するための措置」【2-1-①】「授業評価アンケート：総合

評価項目の平均値を 4.45 以上」を下回る結果となっている。ただし、概ね「4 ある程度満

足できる」を上回る平均 4 以上の値となっており、総合的な満足は得られていると評価で

きる。 

情報基礎（教育学部）については同項目の昨年度値 2.80 から今年度値 4.44 となってお

り、十分に改善したといえる。数理データサイエンス基礎（理学部）については、昨年度値

3.14 から今年度値 3.54 となり、改善がみられたが未だ十分とは言えない状況となっている。 

一方で経済情報リテラシー（経済学部）は昨年度値 4.22 が今年度値 3.98 となり評価が下

がってしまった。「Q17.改善してほしい点」において昨年度は授業進行をスムーズにしてほ

しいとの意見があったが、今年度では授業のペースが速いという意見も出ており、受講者に

合わせた進行が求められているとも考えられる。 

数理データサイエンス基礎（理学部）および経済情報リテラシー（経済学部）については

平均 4 を下回るため、5-1 で述べた通り授業の運用について各担当にて見直していただくこ

とで、教育プログラムの改善としていきたい。 

 

 

6. まとめ 

授業評価アンケートの回答から、データサイエンス教育プログラムの点検・評価を行い、

改善点について抽出を行った。今後、各担当にて改善点について対処を行い、継続して点検・

評価を行っていく。 
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